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惹
起
し
、恐

«

を
誘
致
す
る
の
弊
な
き
に
茧
ら
し
め
、

(

第
四
畜
國
內
に
於

て
穸
數
の
國

K

を
し
て
度
好
な
る
狀
況
の
下
に
生
活
せ
し
む
る
の
バ
利
益
办
る
を
得
ベ

し
。
«
資

本
輸
出
國
が
資
本
の
輸
出
に
依
て
、外
國
に
債
權
を
收
め
、輸
入
超
撾
の
狀
況
を
馴
致
し
つ
、
办

る
間
に
於
て
、資
本
輸
出
の
勢
の
中
，絕
す
る

1

方
に
、輸
入
の
超
過
依
然
れ
る
も
の
あ
ら
ん
か
、鏡

に
外
國
に
放
下
し
れ
る
資
本
其
も
の
を
以
て
、國
際
貸
借
上
の
债
務
を
決
濟
せ
ざ
る
可
か
ら

-V
a

る
の
地
位
に
蹈
も
資
本
に
侬
賴
し
て
、
衣食するの境遇

R

沈
ま
ざ
る
を
得
す
。又
外
國
に

债
權
を
得
る
に
當
つ
て
も
、自
國
民
自
ら
外
國
に
於
て
直
接
に
事
業
經
營
の
衝
に
當
ら
ず
、外國

の
經
營
に
係
る
會
社
の
株
式
有
價
證
券
を
所
有
す
る
の
狀
態
ど
爲
&
ん

，か
、
資
本
家
は
.單
に
資

本
を
貸
付
け
て
、利
子
を
受
取
り
、徒
竽
遊
食
の
民

ビ

爲
办
て
、企

*

の
'

|

|

_

を
消
失
す
る
の
_
を

免
か
れ
ず
、罾
本
輸
出
國
た
る
は
、可
な
り
ビ
雖
も
、同
時
に
對
外
企
業
國
れ

る
.

可

く
、決
し
て
金

K

國
た
る
可
か
ら
ざ
る
の
理

ff
i

は
此
點
に
存
す
る
も
の
に
し

.

て、若
し
も

1

國
が
金
貸
國
を
以
て

安

ん

せ

ん

か

、對

外«:
:
權
は
猥
得
す
る
も
、之
に
伴
う

酿
害

.の

避
け
雛

き
も
の

?>
る

こV」

を
認
め 

V
u

 

る 
^

i
b 

v
^
w
/
o

然
れ

yレ
も
從
來
資
，本

)i t

出
國
に
於
て
、資
本
の
輸
出

^

.

侬
て
生
：ず
る
骅
寄
を
以
て
目
せ
ら
れ 

れ
る
も
の
は
、多
く
枝
棄
の
龆
に
し
て
、

»

本
輸
出
に
伴
う
利
益
に
比
較
す
れ
ば
、®
ろ
事
の
小
な 

る
も
の
？
せ
ら
れ
た
う
。唯
近
年
に
至
り
從
來
の
議
論
ビ
比
較
し
て
、稍
や
«
抵
あ
る
議
論
に
寒 

ひ
て
、資
本
の
輸
出
を
非
な
う
ど
す
る
意
見
を
懷
く
孝
わ
る
は
、注
目
を
値
す
る
所
れ
る
，を失
は 

ず
。今
其
反
對
論
の
要
點
を
す
る
所
を
窺
う
に
、

」

國
が
外
國
に
資
本

.

を
輸
出
し
、

1|
し
て
興
資
本 

が
外
國
に
於
て
寓
源
開
發
の
用
に
供
せ
ら
れ
、資
本
輸
出
國
に
對
し
て
、原
料
品
食
料
品
の
供
給 

を
璺
富
な
ら
し
む
る
を
得
る

V
J
.

云
ふ
は
、

I
.

箇
の
確
定
し
た
る
事
實
に

.

非
_ず
。新
開
國
は
必
す
し 

も
永
く
農
業
國
た
る
の
地
位
に
居
る
こ
ご
を
欲
せ
ず
、維
ん
で
內
國
に
エ
業
を
起
し
、產
業
の
種 

類
を
豐
當

な
ら
し
め
ん

ビ

す
る
は
、八

ロ

衆
國
、g

奈
陀

S

洲
等
の
實
例
に
、據
て
之
を
知
る
を
得
ベ 

く
、
®

然
の
徑
路
に
砍
賴
し
て
、

H

業
の
振
典
を
求
む
る
能
は
ざ
る
や
、保
議
關
稅
に
依
て
其
目
的 

を
達
す
る
に
勉
む
る
こ
ど
も
藷
國
に
於
け
る
實
例
の
證
明
す
る
；所
な
夂

,%
る
微
候
の
歷
然
れ 

る
場
合
に
、資
本
輸
出
國
に
し
て
新
開
國
に
對
す
る
資
本
の
供
給
を
自
曲
に
す
る
こ

S

舊
來
の 

如
く
爲
ら
ん
か
、

® .

本
輸
入
國
は
猗
め
に
エ
業
の
勃
興
を
致
し
、#
本
輙
出
國
の
產
物
を
需
耍
せ 

ず
、第

H

國
の
市
場
に
於
て
も
亦
資
本
輸
出
國
の
產
物
に
對
し
て
競
爭
を
試
み
、罾
本
輸
出
國
は

、
第
九
盤

(

ニー
5

三
}

論
說
欧
洲
戦
维
と
國
際
货
借
姝
じ
英
米
兩
國
の
贷
，借
關
係
第
十
一

1

雜
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、
■ 

i

結
局
糧
を
敵
に
送
る
の
愚
を
演
中
る
に
滏
る
可
し
ど

1
K

ふ。英
國
が

1

時
輸
出
質
易
の
增
進

-! 

の
如
く
爲
ら
中
、

】

方
に
却
て
輸
入
超
過
の
大
を
致
す
や
、之
を
以
て
英
國
の
資
本
輸
出
が
為

a 

輸
出
賀
易

R

禍
を
及
ぼ
す
も
の
な

.

C
N

ど
し
、チエ
ン

 

> 
丨

V

V
氏

|
派

0

關
稅
改
革
論
潘
は
頻 

に
資
本
輸
岀
の
不
可
な
る
こ
ビ
を
絕
叫
し
た
る

‘

ビ
6
 

6
き
。此
議
論
は
彼

.の
關

a

改
革
論

R 

於
て
、英
國
が
機
械
原
料
品
の
類
を
外
國

R

輸

出

す

、る

は

、英

國

の

爲

め

仏

謙
b

て
、自

殺

な

政I 

な

り

ビ

す

る

も

の̂
，同
巧
興
曲
の
趣
あ

h

e
す
可
き
か
。然
も
關
稅
改
苹
論
の
消
滅
し
て
以
來 

上
記
の
反
對
偷
苏
自
ら
其
跡
を
絕
ち
、英
國
は
外
國
に
資
本
を
輸
出
し
て
、自
國
經
濟
社
食
.の
繁 

榮
に
資
せ
し
め
ん

>
.c
し
、國
家
亦
此
點
に
就
て
何
等
の
干
渉
を

加

へ
ず
し
て
、

以

て

今

间

の

戰

爭

 

R

至
れ
る
は

®

人

0

知

る

所

.の

如

し

。
II

界
國
は
低
界

.文
明
國

0
間
に
於

.て
®
も
大
な

.る
對
外
債
權
を
有
す
る

.も
の
マ

」

し
て
、著
聞
す 

る

S
共
に
、其
輸
入
超
過
の
大
な
る
こ
ど
记
就
て
も
、亦
他
に
匹
を
荐
せ
ず
。英
國
賀
易
の
趨
勢
を 

旣

tf
に
：■
つ
て
檢
す
る
に
、千
八
西
ニ
十
四
年
ま
で

®

R
锻
干
の
輸
出
超

M
'を
虽
し
た
る
が
、千 

八
西
ニ
十
五
年
以
來
、狀
況

」

變
し
、同
年
ょ
々
千
八
亩

2
十
年
ま

1?
,へ
輸
入
超
過
は
六
酋
萬

乃

M

八
W

孫
碌

R'
、
-t
八
^

三
十
年
代
の
終
に
於
，

.
て
、一
千
®
破
臺
に
上

办

、千
八

W

七
+
六
年
を
以
て 

實
に
一
億
磅
以
上
に
達

' 

し
れ
う
、當
時
尙
ほ
輸
入
超
過
を
不
刺
な
る
賀
易
差
額

y

し
し
、輸
出
超
：過 

を
有
利
な

.る
贸
易
差
額
な
う

V
J

す
る

〔

マ
ー

ヵ

ン

チ

リ
ズ

A

R
*

く

舊

思
想
の
傅
唱
せ

&

る
、
 

も
の
あ

&

、双
ぐ
連
年
繼
續
す
る
輸
人
超
過
に
對
し
て
、世
人
を
し
て
聊
か
不
安
の
念
を
懷
く
こ 

ぐ
し
を
禁
ず
る
能
は
ざ
ら
し
め
れ

.る
が
如
し

S

强
も

^

も
商
品
の
輸
入
超
過
ビ
共
に
、金
飯
の
輸 

入
亦
輸
出
に
超
過
し

^

替
栩
場
は
常
に
英
國
に
有
利
な

6

し
は

.明
白
の
事
實

R

し
て
、是
等
の 

事
實
は
英
國
が
贸
易
關
係
以
外
に
於
て
，外
國
に
對
し
て
旣
に
俊
權
を
有
し
、國
際
貸
借
上
に
於 

て
一
箇
の
僙
權
國
れ
る
に
至
る
こ
ど
を
證

W

し
れ
る
も
の
な
，办。唯
當
時
英
國
が
外
國
に
對
し 

て
若
干
の
债
權
を
有
し
、斯
く
連
年
繼
績
す
る
輸
入
超
過
を
決
濟
し
、進
ん
で
外
國
ょ
う
金
銀
の 

輸
入
超
過
を
得
れ
る
や
の
問
題
に
對
し
て
は
正
確

.
な
る
解
答
を
得
，る
能
は
ざ

b
 

然
も
典
以 

後
に
於
て
は
事
情
自

&

異
な

6

、ゥ
キ
タ
ャ
ム
ン
一
ユ
ー

マ

1

チ、ス
テ
フ

.

ユ
ン
、ブ
ー
ル
ン
氏
等
に 

次

い

で

、
サ

ー

♦
ロ

 

z1

ト
.
ギ
ッ
フ
エ
ン
は
英
國
の
外
國
忙
有
す
る
偾
權
の
各
項
目
、に就
て
詳
細 

な
る
調

.蜜
を
數
次
に
亘

&

て
發
表
し
、商
務
院

.の
調

®

に
係
る
餐
易
靑
書
一
亦
之
を
訂
正
し
、近
牟 

に
於
て

.
は
^

丨
.
チ
ョ
ー
ジ

•
ベ
ィ
シ
ユ
の
調

.

.査
最
も
信
麗
す
可
き
も
の

^

し
て

】

般
R

齡
め
ら 

第
九
您

2
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十
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號
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一
〇 

る

、

が

如

し

。

 

！

ナ
ー

.
ロ
パ

丨
ト

•ギ
ッ
フ
工
ン
が
千
八
西
七
十
八
年
一
月
英
國
王
立
_
計
協
會
に
於
て
發
表 

t

た
る
論
文

(
同

.a
iu
財
政
論
集
第

】

編
第
七
章
に
收
錄
せ
ら
る

)

に
據
れ
ば
氏
は
當
時
英
國
の 

對
外
放
資
を
以
て
總
訐
十
三
億
ニ
百
莴
磅
ど
し

(

セ
ィ
ド
氏
は
千
八
西

_七
十
ニ
年
に

1

け
る
英 

國
の
對
外

.放
資
を
十
一
億
磅
ビ
計
算
し
、ナ
ッ
シ
ユ
氏
.は
千
八
百
八
十
一
年
の
放
資
を
卜
ニ
億 

五
千

T=1

®

ど
計
氣
し
た

-
C
N

時
代
の
前
後
を
念
頭
に
置
き
て
考
ふ
れ
ば
、ギ
ヅ
フ
ユ
ン
氏
の
計
算 

ご
略
ほ
*
一
 

致
す
る
を
認
む
可
し
。

)

而
し
て
此
放
資
ょ

A

囘
收
す
る
利
子
收
益
を
ニ

 

.千八
百
九 

十
三
捣
三
千
萬
磅
に
上
る
も
の
ど
し
ニ
方
に
千
八
百
八
十
ニ
年
三
月
同
協
會
に
於
て
發
表
し 

れ
る
論
文

(

同
上
書
第
ニ
鋦
第
六
章
に
收
錄
せ
ら
る

)

に
於
て
は
、千
八
亩
七
十
\
年
ょ
ぅ
吲
八
十 

年
に
ミ
る
三
守

K

の
平
均
に
據
办
、放
資
に
屬
す
る
利

子

.
收

益以
外
の
對
外
偾
權
諸
項
目
に
就 

て
.硏
究
し
海
運
業
の
運
賃
に
屬
す
る
，も
の
を
五
千
八

W

萬
•
#、手
數
料
保
險
料

R

M
す
る
も
の 

を
一
千
七

]:
1
萬
磅

<

計
箅
し
た
り
。即
ち
ギ
タ
フ
エ
ン
氏
の
調
査
に
據
れ
ば
、千
八
西
七
十
年
代 

の
終
に

.
於
て
、英
國
が
對
外
放
資
の
利
子
收
益
、運
賃

.手
數
料
、保
險
料
等
の
諸

f

を
合
せ

て
”外 

國
に
有
す
る
僙
權
は
一
億
三
西
九
十
三

5

1
千
：f

上
れ
る
も
の
に
し
て
ボ
啤
期
に
於
け
る

¥

均
輸
入
超
過
额

一

億

|
千
九
宵
萬
磅
ど
大
體
に

.於
て
相

】

致
せ
う

v
j

す
る
を
得

.ベ
し
。常
時

'
.
 

英
國
に
於
て
は

.輸
入
超
過
額
の
一
億

®

以
上

k

上
れ
る
の

*

®
に
接
し
て
、其
金
融
市
場
に
及 

ぼ
す
影
響
若
し
く
は
國
民
經
濟
の
前

■

に
就
そ
、悲
觀
的
言
論
の
生
ず
る
を
免
か
れ
ざ
う
き
。

V

 

ッ

フ
エ
ン
氏
が
如
上
の
數
字
を
明
に
し
、又
其
計
錄
の
极
甚
を
示
し
、進
ん
で

'如
何
な
る
程
度

 ̂

で
英
國
は
外
國
の
有
價
證
券
を
賣
却
し

'又
對
外
放
資
を
囘
收
し
つ

>あ
う
や
、ヌ
其
寶
却
囘
收 

の
金
融
市
場
に
及
ぼ
す
影

®

如
何
。此
點
に
就
て
國

K

が
永
久
に
實
質
的
程
度
に
於
て
'對
外
放 

資
を
囘
收
し
つ

.、
あ
り

V」

云
ふ
結
論
に
到
達
す
る
に
先
だ
ち

.て、大
な

る

注
意
を
施
さ
-
る
可 

か
ら
ず
。蓋
し
英
國
に
は
大
な
る
國
際
的
資
本
あ
う
て
、自
移
動
す
る
を
得
べ
く
、隨
て
最
近 

雨
三
年
間
に
.於
け
る
如
く
、英
國
農
產
物
の
收
權
高
平
均
以
下
に
し
て
、急
劇
に
食
料
品
輸
入
の 

增
加
し
た
る
場
合
に
は

‘英
國
に
對
す
る
外
國
の
偾
權
增
加
す
可
し

f

雖
も
、你
ほ
國
際
的
資
金 

の

一 .

部
分
が
英
國
ょ
办
他
國
に
移
る
こ

V
J

に
依
て
、當
面
の
事
情
に
應
ず
る
を

#

ベ
し
：一
時
に 

U

H
西
馮
磅
の
有
價
證
券
の
賣
却
せ

.ら
る

>
は
^

替

IR
引
に
.於
て
重
大
事
件
な

6
 v

j

雖
も

1英 

國
が
资
本
を
喪
失
す
る
の
點
に
於
て
は
、

*
な

る

關
係
を
有
せ
ず

1£
つ
此
褪
の
興
動
も
敢
て
永 

久

的

な

，ら

ず

次

年

度

に

於

け

る
&

好
な
る
收
權
は
英
國
に
對
す
る
外
國
の
侦
權
を
減
じ
'英國

婼
九
卷

2
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■
然
も
英
國
人
が
外
國
に
，資本
を
放
下
し
、本
國
に
利
子
收
益
を
囘
收
す
る
を
得
る
も
の
*
ぅ 

鐡
道
事
業
の
み
に

11
:

ま

ら

ず
、鑛
山
業

K

電
氣
事
業
に
其
他
諸
稱
の
事
業
に

放
*

の
存
す
る
も 

の
6

ぅ
。ぺ
ィ
シ
ユ
氏
は
是
等
の
收
益
を
計
算
し
、上
記
の
收
益
ビ
合
箅
し
て
、總
额
約

1

億
四
千 

脔
破

R

上
る
も
の
ど
し
た

3
。

，然
ら
ば
斯
る
运
额
の
利
子
收
益
を
生
す
る
資
本
金
额
は
幾
何
に
上
る
も
の
ビ
認
む
可
き
か

o
 

此
點

R

就
て
ベ
ィ
シ

4

氏
は
第

1

貨
付
金
を
除
き
他
の
資
本
は
放
下
後
穸
年
を
經
過
せ
ざ
れ 

ばi

元
全
に
利
益
を
生
ず
る
に
至

&

ざ
る
こ
ビ
、第
ニ
英
國
が
外
國
に
送
致
し
た
る
資
本
を
以
て 

盡
く
外
國
に
放
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
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認
む
能
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ず

 
>前
寧

中
，
外
國
に
於
て
生
產
上
の

用

を
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V
る
も
の
あ
る
こ
ど
の
ニ
點
に
注
意
を
要
す
可
し
ビ
し
、各
種
放
資
の
高
を
合
算
し
て
、ニ十

ふ

甚

九
千

三
西
七
十
三

興
•八，
于
磅

K

上
る
も
の
玖
し
、前
韶
の
刺
子

收
.
.益
ど
相
對
し
て
、各

»

砍
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資
の
利
廻
の
：平
均
五

.分
ニ
厘
に
赏
る
こ

f

を
斷
定
：し

た

6
。其
後
千
九
•百
九
年
十
二
月
ぺ
ィ
シ 

ユ
氏
が
紐
宵
フ
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ナ
ン
ス
•フ
ォ
ー
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ム

に

於
て
發
表
し
た

る
.論
文
に

於
て
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、英
國
の
對
外
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資
を
以

て
、
約
三
十
億
礆
ど
計
算
し
允
彡
。曩
に
放
資
«
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ニ
十
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億
磅
ど
槪
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し
た
る
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な
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資
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へ
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前
年
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箅
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し
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三
十
億
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れ
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か
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計
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梭
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べ
ィ
シ
ユ
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の
推
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た
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資
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約
ニ

.十
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し
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氏
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三
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實
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近
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數
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な
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し
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於
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營
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込
資
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す
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過 

小

R

針
鎿
し
、確
實
な
ら
ざ

る

も
の
は
計
算
ょ
ぅ
除
外
し
れ
る

の

事
精
を
陳
述
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れ
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英
國
の
官
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外
放
資
を
以
て
、

ft
簿
三
十
五
®
磅
せ
す
る
の
信
念
を
懷
く
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0 

れ
る
は
®
す
る
に
當
時
の
調
赍
並
に
其
以
後
に
於
け
る
年
々
の
新
放
資
额
を
掇
計
せ
る
の
結 

衆
に
し
て
、ギ

グ

フ
ズ
ン
氏
調
査
當
時
に
於
け
る
放
資
额
に
對

し

て

長
足
の
進
渉
を
爲
し
れ
る 

は、1

方
に
彼
等
の
滿
足
を
買
ふ

ぐ
し
典
に
、
*

本
を
蠶
贫
し
て
、生
活
す
る
の
祀
憂
を

】

掃
す
る
に 

風
て
力
あ
れ
る
の
觀

p
P

ホ
ブ
ソ
ン
氏
は
千
九
否
十
四
年

】

月
出
版
し
た

る

著
書

r

資
本
の
輸
出

J
R於
て
、英
國

0

對
外 

愤
權
に
就
て

'綿
密
な
る
調
表
を
試
み
、結
局
千
九
百
十
ニ
年
に
於
て
英
國
の
收
め
れ
る
運
貨
收 

入

1

億
五
千
六
西
馮
破

_

數
料
保
險
料

_等
の
收
入
ニ
千
九

.教
九
十
萬
«
、對
外
放
資
に
對
す
る 

利
子
收
益
一
億
四
千
萬

S
、

合
訐
三
億
ニ
千
五
百
九
十
萬
磅

V」

し
れ
但
し
千
九
西
十
二
年
に 

於
て
運
貨
の
收
入
は
特
殊
の
事
情
即
ち
前
年
中
に
於
け
る
海
連
關
係
勞
働
潘
の
同
盟
罷
業
を 

行
ひ
れ
る
結
果
、前
年
度
に
收
納
せ
ら
る
可
か
ぅ
し
運
賃
の
收
入
が
次
年
度
に
繰
延
&
れ
た
る 

が
爲
め
に
し
て

、
¥
生
の
狀
能
に
於
て
、連
賃
の
收
入
は
九
千

'^
磅
_を
上
下
す
る
の
常
な
る
こ

ビ 

を
附
言
し

ft
る
を
以
て
、氏
の
調
査
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基
く
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き
は
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權
の
收
入
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億
五
千
九
许
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す
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如

し

英
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外
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の
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入
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如
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ど 

の
輸
入
超
過
に
接
し
て
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決
濟
す
る
上
に
^

々

一
億 

し
、何
ほ
苦
干
の
金
餵
輸
入
超
過
を
收
む
る
は
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然
の

•« 

際
貸
借
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赂
ぼ
均
衡
し
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し
て
對
外
债
權

6
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の
故
を 

る
を
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る
も
の
ヾ
し
す
胃
し
ギ
九
西
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後
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十
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年 
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せ
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。
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に
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千
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も
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半
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て
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非
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㈣

㈣.

以
上
三
ロ
合
訃 
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五
、
六

，
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三
'
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三
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九
、
豇 

■三
七
、1 

I
、

七

ニ

六

四

、
ニ

歐
洲
開
戰
前

R

於
て
は
、英
國
は
ニ
億 

以
て
輸
入
超
過
を
決
濟
し
、

35
餘
れ
る
も 

金
を
輸
入
す
る
の
用
に
充
て
、斯
く
て
國 

如
し
席
戰
後
英
國
對
外
偾
權
の
收
入
に

五
.千
九
百
與
磅
の
對
外
债
權
收
入
を
收
め
、其

1 

の
を
對
外
新
放
資
に
供
す
る
ビ
共

R
、若
干
の
金 

際
貸
借
の
均
衡
を
得
た
る
こ
^
曩
に
示
し
た
る 

幾
何
の
減
少
を
虽
せ
る
や
は
之
を
知
る
能
は
ず 

も
、海
述
通
路
の
閉
塞
、»
舶

の

不
岑
貿
易
數
量

の

減
少
等
は
相
重
な
り
て
、其
運
貨
收
入
を
生
じ
、
 

海
外
諸
國
に
於
け
る
戰

#

の
打
擊
、對
外
放
資
國
を
敵
國
ビ
し
れ
る
の
事
實
は
對
外
放
资
に
對

第

九

卷

(

1
-*
|五
九
}

論
說
欧
洲
戦
爭
と
踽
際
货
借
殊
に
族
来
兩
國
の
^
借
關
係
饰
十
二
號
二
三
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(
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論

說

歐

洲

戦

爭

と

國

際

焚

借

姝

It
英
米
®

の
货
借
關
係
第
十
二
號 

二
四 

す

る
刹

乎
收
益
の
囘
收
を
不
可
能
な
ら

し
め
れ
る
の
遨
理
な
る
を
以
て
、

對
外
偾
權
の
收
入
が 

大
に

減
少
す
可
き
は
論
を
俟
れ
す
、然
る
に
輸
入
超
過
は
輸
出

減
少
、

輸
入
增
加
の

結
果
、

本
年
腺 

に
於
て
異
常

.の
金
额
に
上
ら
ん
ビ
す
。然
ら
ば
英
國
が
事
實
新
放
資
を
停
业
し
、又
金
銀
輸
入
越 

過
に
減
少
を
來
す
\
到
底
戰
後
に
於
て
國
際
貸
借
の
均
衡
を
維
持
す
る
能
は

ざ
る
は

明
^
!
®
 

數
に
し
て
礤
に
ホ
ブ
ソ
ン
氏
が
本
年
六
月
號

「

工
ゴ
ノ
ミ
ッ
ク
、ジ
ョ
ー
ナ

ご
に
發
表
し
れ

る

諭 

文
に
於
て
說
明

し
た
る

所
に
從
ひ
，英
國
對
外
債
權
收

A

の
戰
邻
の
爲

め
に

減
少

し
れ
る
比
雉 

を
ニ
割
五
分
ビ
し
、戰
時
.一
億
九
千
四
十
ニ
萬
磅
に
上
る
も
の

w

す
る
も
、本
年
一
月
以
後
七
餾 

月
間
の
輸
入
超
過
が
ニ
億
こ
千
五
宵
四
十
离
磅
に
上
る
以
上
は

«

放
資
を
廢
止
し
&
餵
埤
金 

の
入
超
の
消
失
し
た
る
曉
に
於
て
、尙
ほ
國
際
貸
借
の
均
衡

'を
維
持
す
る
に
類
き
の
計
算
ミ
爲 

る
可
し
。況
や
新
放
資
の
廢
棄
は
英
國
將
來
の
國
、運
に
打
擊
を
加

へ
、金
銀
地
金
入
超
の
消
失
は 

兌
換
制
度
の
維
。持
を
困
難
な
ら
し
む
る
の
恐
ゎ
る
に
於
て
を
や
'而
し
て
英
國
が
戰
時
對
外
放 

資
を
廢
棄
し
れ
る
は
、實
に
其
自
然
的
生
產
的
方
面
の
も
の
に
し
て

‘『

方
に
此
方
而
の
放
資
を

>
 

廢
棄
す
る
ど
典
に
、他
の
ー
方
に
政
治
的
不
生
泉
的
方
面
の
對
外
放
資
を
行
ひ
つ
、

?>
る
こ

€ 

V
し
賜
却
す
可
か
ら
ず
。即

>̂
-
英
國
が

.聯
合
國
並
に
自
國
の
殖
民
地
に
»
し
て
行
ひ
た
る
貸
付
は

v m K m  '
■：- ハ ■ V

之

^

當
る
も
の
に
し
て
、ロ
ィ
ド

•デ
ヨ
ー
ジ
氏
は

1

に
此
秫
の
金
，额を
以
て
、ニ
億
磅
に
上
る
も 

のV
J

し
れ
る
が
今
日
に
於
て
は
此
程
度
に
北
ま
ら
ざ
る
可
し
。思
ふ
に
此
金
额
の
大
半
は
英
國 

に
留
遛
せ
ら
れ

#}
手
國
の
英
國
に
對
す
る
支
拂
に
充
當
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
可
し
ど
雖
も
、
 

尙
ほ
其
二
部
分
に
し
て
對
手
國
に
送
付
せ
ら
れ
れ
る
も
の
ぁ
る
可
く
、然
ら
ば
自
ら
目
前
に
於 

て、英
國
の
對
外
支
拂
を
加
麗
し

*國
際
貨
借
の
逆
勢
を
甚
だ
し
か
ら
し
め
ざ
る
を
得
ず
。然
も
婊 

等
の
議
論
れ
る
、何
れ
も
英
國
の
貿
易
表
に
公
表
せ
ら
れ
た
る
輸
出
入
の
金
額
其
も
の
を
輸
入 

超
過
ヾ

」

認
め
て
、立
論
し
た
る
も
の
な
ぅ
。而
し
て
實
際
に
は
輸
入
質
易
^
し
て
英
國
の
決
濟
を 

喪
す
る
は
、斯
る
質
易
表
上
の
入
超
額
の
み
に
止
ま
ら
す
。同
表
に
上
ら
ざ
る
も
の
少
な
か
ら

t 

現
に
贸
易
表
に
は
瘉
入
の
際
旣
に
政
府
の
財
產
に
屬
せ
る
も
の
は
表
中
に
加
へ
ざ
る
こ
、/
とを 

附
記
せ
り
。隨
て
此
秫
の
金
額
を
輸
入
趙
過
額
に
箅
入
せ
ん
か
、戦
爭
に
依
て
英
國
の
國
際
®
偕 

の
榄
飢
せ
ら
れ

れ

る

程
度
が
世
人
の

j

般
.に
理
解
す
る
ょ
り
も
、

al
に
大
な
る
も
の
ぁ
る
は

、
# 

ふ
可

か

ら

'ざ
る
事
實
に
し
て

ni
其
程
度
を
正
確
な

る

金
額
に
侬
て
鼾
暈
す
る
を
困
雛
マ

j

す
る 

の
み
。若
し
も

‘英
國
が

,既
.往
.に
®

積
し
た
る
資
本
を
！

I

食
し
て
生
活
す
る
時

‘代
.到
來
し
れ

b
 

S
 

す
れ
ば
、其
は
曩
に
厶
部
杞

M

論

渚

の

唱

へ

杧

る

，の.時
.に
非
ず
し
て
，正

.に
今
日
を
以
て
、其然
る

.婼
九
怨
へ
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論
.
.
說
歐
洲
戦
爭
と
國
際
货
借
殊

U
.英
米
.兩
國
の
贷
借
關
係
：

第
十
二

.欺)

ニ
六

も
の
わ
る
こ
ど
を
斷
定
せ
ざ

る

を
得
す
。米
佛
爾
國
の
造
幣
公
價
は

r

卵
對

2t
法
十
八
參
な
る 

に、怫
蘭
西
の
爲
替
相
場
が
六
法
ビ
爲

6

て、1

割

：五

分

以

上

の■割
H

F

R當
れ
る
が
如
き

®

卵
八 

十
六
仙
六
丑
を
以
て
造
幣
公
價
ビ
す
る
英
米
の
爲
轉
相
場
が
四
弗
®
十
九
仙
の
低
き
に
至
れ 

る
が
如
き
即
ち
英
怫
兩
國
の
米
國

R

對
す
る
債
務

I支
拂
過
重
ど
爲

i
、金
货
を
以
て
決
濟
せ
ざ 

る
可
か
ら
ざ
る
の
急
に
至
れ
る
を

.

.示
す
も
の
に
し
て
、過
般
來
雨
國
の
代
表
者
が
爲
替
相
場
恢 

復
策
を
講
ず
る
の
目
的
を
以
て
、鈕
育
に
出
脹
し
、結
局
英
國
が

.佛
蘭
西
ど
聯

•合

し

て

、紐

育

に

：ム 

億
切
の
外
懷
を
發
行
し
た
る
か
如
き
即
ち
資
本
を

»

食
し
て
；生
活
す
る
狀
態
の
一
端
を
暴
露 

し
れ
る
も
の

5

す
可
き
な
ぅ
。本
年
八
月
發
行
紐
育

r

ナ
シ
ョ
ナ

 

シ
チ
丨

«

tr
の
月
報
に
於
て 

は
、
昨
年
開
戰
當
時
に
於

け
る

英
國

の

對
外
放
資
を
四
十
億
磅
ビ

訐
箅
し
、本

年

六
月
ま
で

R

外 

國
に
览
展
し

た
る

放
資
额
を

以
て
、

〗

億
踏
を
上
ら
す
ど

し
た

ム
。如
何
な
る

®
碰
に
據
て
計

 ̂

し
た
る
や
、之

を
示
さ
-
る
を

以
て
、
其
■
否
を

斷
ず
る
.能
は

ず
ど
雖
も
、矶

に
之
ビ

同

〗

の
計
箨 

を
公
に
し

*た
る
者
あ
る
の
事
實
に
徵
す
る
マ
し
き
は
、此
數
字
に
對
し
て
相
當
の
信
用
を
與
ふ
る 

を

^

る
力
如
し

(
T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
s
t
*

 

July* 

I7th. 

IQI5* 

T
h
e

' 

Indebtedness, 

o
f 

the. united. 

States to Europe;.

英
國
が

質

易
の

逆

勢

、之
に

伴

ぅ

對
外
債
務
の
.加
重

k

、就
て

憂

]|「

す
_る
.最
大
原
因
は
是
等
の 

#

1#
の
爲

め

に
其

多
年

占
め
來
れ

る
自

_

金
市
場
れ
る
傅
！

2

的
地
位
を
喪
失
し

"國
It
的
金
融 

中

>[>
^

2
る
權
勢
を
他
國
杞
奪
取
せ
ら
る

.、
こ
ビ
を
恐
る
、
の

1

事
に

-存
す
る
も
の
^
す
可 

し1

盘
し
英
國

全
體
の
金
融

組
織
若
し

o

は
世
界
金
融
市
場
に
於

W

る

偷
敦
の
地
位
は
實
に
興 

自

*

を
市

#

れ
る
が
故
に
、維
持
せ
ら
る
、
も
の
に
し
て

】

度
び
此
特
色
を
失
は
ん

か
、
爲
め
に 

全
體
の
金
融
組
織
に

_

動
を
生

f

の
み
な
ら
ず
、之
を
復
舊
す
る
に
困
難
な
る
も
の
な
き
能 

は
す
。
英
米
爲
替
相
場
が
或
る
點
以
下
に

.低
落
せ
ん
か
'國
際
金
融
の
當
業
漭
は
必
ず
偷
敦
ょ

b 

紐
育
に
向
つ
て
、若
干
の
金
货
の
繼
續
し
て
流
出
す
る
こ
ビ
を
豫
期
す
可
く
、而
し
て
此
豫
期
せ 

る
金
货
の
流
出
が
實
現
せ
.ら
れ
ざ
ら
ん
か
、之
を
以
て
英
國
が
金
貨
の
流
出
に
對
し
て
恐
怖
心 

を
懷
き
つ
、
ぁ
る
の
證
據
マ

J

認
め
、英
國
の
信
用
に
疑
惑
を
懷
く
可
く
^
替
相
場
の
低
落
は
繼 

續
し
て
、何
等
之
を
徂
北
す
る
も
の
な
く

'加
ふ
る
に
如
上
疑
惑
の
行
は
る
、
事
實
は
英
國
の
米 

國
に
於
け
る
慕
偾
を
困
難
な
ら

し
め

ざ
れ
ば
己
ま
ざ
る
可
し
。茲
に

於

て
か
英
國
が
英
米
爲
替 

相
場
の
恢
復
を
謀
ぅ
、又
*
換
制
度
の
維
持
を
安
全
な
ら
し
む
る
爲
め
に
、米
國
に
於
け
る
募
憤 

以
外
に
、
.ー
層
大
赡
な
る
計
畫
を
講
じ
、以
て
佌
危
局
に

#

る
可
し

:̂
云
ふ
所

.說
の
生
す
る
は
、當

第
九
卷

u

l

e
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論

說

.欧
洲
戦
爭
と
阈
際
贷
借
殊
に
英
米
雨
國
の
.®
借

關

係

.雜
十
ニ
虢 

二
八

然

の
數
に
し

て
、現
に
本
年
九
月
發
行
フ
フ
ク
ン
卞

y

丨
ヅ
ル

』

に
揭
げ
ら
れ
た
る

「

英
國
財
政

上
の 

職

分」

ビ
題
す
る
論
文
记
於
て
は
、其
一
端
の
示
さ
れ
た
る
も
の
あ

.

CV。(

同
誌
揭
載
の
論
文
は
總
て 

筆
者
の
姓
名
を
明
に
せ

ず
、

|®
て
何
人
の
意
見
な

る
や
、

之
を
知
る
能
は
ず
。

)

即
ち
論
者
の
意

1

は 

英
國

自
ら
金
貨
の

.輸
出
を
自
由
に
し
、

〗

方
に
聯
合
諸

國
の
有

す
.名
金
貨
準
備
を
同
一
體
の
も 

の
ビ

し
、依

て
以
て
爲

#

相
場
恢
復
の
目
的
を
達
せ
ん
ビ
す
る
も
の
に
し

て
'
興要

！！ s

を
抄
出
す 

れ
ば
、
&

0.
如
し
。ゝ

金
融
の
狀
況
之
を
保
證
す
る
以
上
は
'
國
は
金
貨
を
し
て
其
出
で
ん
ビ
す
る
沂
に
壬
さ 

し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。固
ょ

h

英
國
は
之
が
爲
め
に
多
額
の
金
貨
を
喪
失
す
る
に
至
る
可
し 

ビ
0

も
、反
對
の
政
策
を
施
す
こ
ど
に
依
て
、信
用
の
攪
亂
を
惹
起
す

^

比
、較
す
れ
ば
.之
に
堪 

ゆ
る
を
得
べ
し

«

險
の
固

_

'

M

送
の
危
險
は
短
期
間
に
多
額
の
金
貨
を
輸
送
す
る
の
妨
害 

た
る
可
し
ビ
雖
も
、

〗

方
に
金
貨
輸
出
の
遒
を
杜
塞
し
て
、英
國
の
信
用
を

傷

け

、他

の
一
而
に 

於
て
吳
函
の
金
货
資
源
を
汉
^
せ
し
め
又
佛
露
伊
の
諸
國
を
し
て
輸
出
を
分
擔
せ
し
む
る 

に
就
て
、

i ?

乎
た
る
處
傲
を
歸
せ
ざ
る
が

.

如
き
は
、最
惡
の
政
策

多
せ
ざ
る
を
得
ず
。英
國
が
既 

に
他
諸
國
の
财
政
上
れ
於
け
る
负

if
l

- R

當
$

っ
>.
?>
る
以
上
は
、他

1

國
が
英
國
を
拨
助
す

る
は
、公
正
に
し
て

.又
硌
翦
な

$
 

Sす
可
く
、爲
替
相
埸
の
維
持
は
病
員
糨

<
Hの
充
實
す
共
化 

聯
合
諸
國
の
死
活
問
題

ft
る
も
の
な

A
。若
し
も
爲
替
相
場
の
壤
敗
を
招
か
ん
か
、英
國
#
に
 

他
の
諸
國
は
其
必

®
 

Sす
る
物
資
を
購
入
す
る
に
苦

V

の
遨

0
R

し
て
、此
點
ょ

b

見
れ
ば 

爲
替
相
場
の
間
題
を
他
の
諸
國

K

提
示
し
、諸
國
を
し
て
英
國
の
必
耍
マ

j

す
る
金
貨
を
供
給 

せ
し
む
る
こ

S

を
喪
求
す
る
は

.英

Bi
政
府
の
義
務
な

A

s
云
は
ざ
る
を

#

中
。斯
る
包
括
的 

政
策
に
し
て
，成
立
せ
ん
か
、聯
合
諸
國
は
合
衆
國
が
吸
收
せ
ん
ビ
希
蕻
ょ

6

穸
く
の
金
貨
を 

輸
送
す
る
に

®

ゆ
る
を
得
べ
し
。合
衆
國
は
今

s

ff
i

RI
®

八
千
萵
磅
の
金
貨
を
有
し
、此以 

上
に
輸
入
の

®

加
を
來
し
て
、不
健
全
な
る
通
貨
の
膨
脹
並
に
投
機
熱
を
招
致
す
る
を
恐
る 

、
の
狀

6

6
-00̂
れ
米
國
が
必
す
し
も
金
貨
を
要
求
せ
す
ビ
稱
せ

&

る
、
所
以
な

K
y
o
H
h
e

 

R
o
u
n
d

 

labie. 

Septembers 

1915
* 

E
n
g
l
a
n
d

w*Financial 

T
a
s
k
)

本
年
ニ
月
英
怫
露
三
國
の
财
政
當
局
潘
巴
迸
に
會
合
し
て
、聯
合
諸
國
の
财
カ
並
に
兵
器
の 

協
同
を
議
す
る
や

'
ニ
國
間
の
金
貨
準
備
分
配

R

就
て
或
る
聯
絡
を

設

く

る

の
議
亦
會
合
の

1 

案
件
れ
る
可
し

^

の
風
評
世
間
に
傅
へ
ら
れ
た

6
。爾
來
此
秫
の
風
評
は
未
だ
實
現
せ
ら
れ
ず 

:̂
雖
も

「

ラ
ゥ

ン

ド、テ
ー
ブ
ル

j
R•於
け
る
論

^

の
意
見
は
論
理
上

些

の
間
然
す

る

J
&
の
な
く
、或
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一
三
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論

說
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欧
洲
戰
爭
と
國
際
货
偕
跦
U
英
米
兩
國
の
，货
猶
斓
係
.
第
十
二
零 

ニ
丸



馆

九

怨

(

U

H

C'C
腧

說

撤

侧

戦

爭

と

國

際

®
借
殊
猛
米
兩
國
の
求
借
關
顧
婼
十
ニ 
■

三
〇

は
戰
局
の
發
展
、其
各
國
經
濟

»

會
殊
に
國
際
金
融
關
係
に
及
ぼ
す
影
響
の
如
何
代
依
て
、實
際 

問
題

V
J

し
て
攻
究
せ

&

る
、
日
の
逍
れ
办

ビ

認
む
る
の
觀

6

b
 VJ,

す
可
き
か
。

因

.
英
國
が
國
際
貨
借
に
於
て
不
利
の
地
位
に
陷
れ
る

^

同
時
に
*
も
有
利
な
る
地
位
に
立
て 

る
も
の
は
即
ち
米
國
な
り
。米
國
が
國
際
貸
借
上
债
務
國
た
る
の
地
位
に
居

6
、歐
洲
殊

A
英
别 

R

對
し
て
多
额
の
偾
務
を
負
ふ
の
事
實
は
人
の
知
る
所
に
し
て
、而
し
て
其
偾
雙
れ
る
、單

R

K 

下
資
本
に
對
す
る
利
子
收
益
の
支
拂
の
み
に
业
ま
ら
す
、外
國
海
運
寒
奢
に
交
挪
ふ
速

賃

、外

國 

保
險
業

*

並
に
金
融
業

*

に
支
拂
ふ

_保
險
料
手
數
料
、外
國

R

®
遊
す
る
米
國
人
の
餐
消
令

 ̂

國
に
於
け
る
歐
洲
移
住
民
送
還
金
等
腫

々
の

形
態
に
耳
る
こ

ど

も
亦
明
白
の
事
實
な
ぅ
。

^

^
 

の
諸
項
目
に
依
て
、米
國
の
歐
洲
諸
國
に
負
ふ
债
務
は
幾
何
に
達
す

.る

.や
。
此
點
に

^

て
は
、
®

び
 

サ
！
デ
ョ

I
ジ
.
ぺ
ィ
シ
ユ
が
米

.國
貨
幣
調

®

委
員
會
の

«

に
應
じ

.同
會

.に
提
出
し
れ
る
嚷

& 

書

(National 

I
v
r
o
n
a
a
l
y

 

c
o
m
D
i
s
s
i
o
n
.

 

S
e
n
a
t
e

 

D
o
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5
7
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T
h
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T
m
d
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B
a
l
a
n
c
e

 

o
f 

t
h
e

 

U
n
i
t
e
d

 

s
t
a
t
e
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に
據
て
、典
概
喪
を
示
さ
ん

^
、ぺ
ィ
シ
ユ
氏
は
歐
：

洲
諸
國

が
米
國
に
放
下
し
つ
、
わ
る 

資
本
の
總
额
を
六
十
億
卵

>」

計
箅
し
、之

.に
對
し
て
米
國
が
對
手
國

rc
支
*

ふ
利
子
收
益
を
ニ

億
五
千
离
卵
ヒ
し
，

1

方
穴
.米
國
旅

.行
者

0
.外
國

R
於
け
る

'消
4

金
.が
：外
國
旅
狞

*

0
米
國
'に 

於
け
る
消

.费
金
に
超
過
す
る

.高
を
一
億
七
千
捣

,

米
.國
在
住
.外
國
人
の
本
國
に
對
す
る
送
還 

金
を

|

億
五
千
窩
弗
、米
國
の
外
國
に
支
.拂ふ
運
賃
が
外
國
の
米
國
に
支
挪
ふ
運
賃
に
超
過
す 

る
高
を
ニ
千

2£
西
萬
弗
ど
し

‘
^
等
を
合
計
し
て
、米
國
の
債
務
を
五
億
九
千
五
百
蔣
卵
ミ
し
た 

ち
米
國
が
旣
に
國
際
贷
借
上
斯
る
.债務
を
負
ふ
以
上
は
一
方
に
商
品
並
に
金
龈
の
輸
出
超
過 

に
依
て
值
務
を
、汉
濟
し
依
て
以
て
貸
措
の
均
衡
を
求
め
ざ
る
可
か
&
ざ
る
は
自
然
の
勢
に
し 

て
、試
に
最
近
數
年
間
に
於
け
る
商
品
並
に
金
銀
の
輸
出
入
を
揭
ぐ
る
に
左
の
如
し

"

1
位

W

萬

.輸

;
入

輪

Hi
輸
出
超
過
金
銀
出
超
以
上
ニ

1
1
1
合
針 

■

一
、
五
五
六
、九

:1

、
七
ー
〇
、
0

1

五

八

七

*三

ニ

四

〇
、
四 

l
、
IL
ニ
七
、
ニ

-
、
◦ 一
H
、aL 

ス
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コ】
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-
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"111 
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九
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二11

六
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腧

說

歐

洲

戦

爭

と

國

際

贷

借

殊

U
英

米

兩

國

の

货

借

關

係

婼

十

ニ

號

H
ニ

米
國
が

'年
々
.外
國
に
對
し
て
偾
務
を
償
還
す
る
高
、外
國
よ
办
新
^
放
下
ぜ
ら
る
、
資
金

J 

高
並
に
外
國
に

‘何
つ
て
放
下
す

る

資
本
の
高
等
に
就
て
は
、調
®
の
據
る
可
き
も
の
な
し
ど
雛 

も
、商
品
並
に
金
叙
の
出
超
過
ど
債
務
ど
し
て
年
々
外
國
に
支
拂
ふ

可

き

高

ど
を

比

較

し

て
，前 

潜
が
後
遨
よ
ぅ
犬
な
る

V」

き
は

.債
務
を
償
還
し
れ

.る
も
の
ど
見
る
可
く
、反
身
に
後
潘
い
こ
別

,
,
1

 

よ
$

大
な
る
ど
き
は
、斯
に
資
本
の
放
下
せ
ら
れ
れ
る
も
の
ど
認
む
可
ぐ
、斯
く
て
全
體
の
國
際 

貸
借
に
均
衡
を
求
め
た
る
が
如
し
。

斯
の
如
く
し
て
多
年
國
際
貸
借
に
均
衡
を
得
、商
品
の
輸
出
超
過

6

金
鈒
の
輸
出
逛
過
ど
に 

依
て
徐
々
歐
例
に
負
ひ
た
る
債
務
を
減
却
す
る
の
地
位
に
立
ち
た
る
米
國
は
今
囘
の

|1
發
こ 

依
て
如
何
な
る
影
響
を
蒙
れ
る
や
。昨
年
戰
钡
の
開
始
以
來
米
國
の
賀
易
が
非
常
の
變
泐
を
鼗 

り
た
る
間
に
於
て
、著
し
く
其
輸
出
超
過
を
增
進
す
る
に
茧
れ
る
は

.明
白
の

事

實

に
し
て
、昨尔 

七
月
よ

6

本
年
六
月
に
至
る

〗
.

年
間
の
貿
易
統
計

1

見
る
に
、其
實
數
左
の
如
し
。辍

位

W

萬
邪)

_

入

' 

輸

出 

輸

，出

超

過 

金
銀
入
超
.

以
上
ニ 

S

9I 

1
、

六
七
四
、
ニ 

ニ、七
六
八
、六
：

！、〇九
四
、四

§
1

1
、〇
六
九

、I

卯

之

を

前

年

度

比

較

す

る

R

輸

A
に

於

て

一

億
*■丨. - X

千

九

百

七

T

.萵

I

を

減

じ

輸

出

於

X

四
億

2

千
九
百
萬
弗
を
增
し
、結
局
輪

.出

.輝
過
額
.：代
於
て
六

億

五
千
ル
百
：七
十

萬

弗
を

#

加
，し 

た
る
次
第
に
し
て
、固
ょ
办
米
國
は
此
權
利
の

|

部
分
を
金
銀
の
形
爐
に
於

て
收
受

し
た
る
こ 

ど
金
銀
入
超
額
の
貿
易
表
に
存
，す

る

j

事
を
以

.て
知
る
を
得
べ

'1
,
ど
雖
も
、尚
ほ
其
楚
額
十
億 

六
千
九
百
十
萬
弗
に
上
れ
ん
米
國
が
假
に
例
年
の
如
く
外

國
に
決
濟
す
可

き
僙
務
約
六
®
卵 

を
負
ふ
ど
す
る
も
對
外
債
權
の
增
加
斯
の
如
く

大
な
る

以
上
は
、優
に
債
務
を
決
濟
し
、殘
れ
る 

所
を
以
て
ハ
既
存
の
債
務
を
償
還
す
な
の
地
位
に
立
て
る
や
論
を
俟
た
ず
。而

し
て
每
年
外
國

R 

負
ぅ
僙
務
の
內

(.一
)

海
運
業
の
運
賃
ば
歐
洲
交
戰
諸
國
の

貿
易
上
に
供
用
せ

&
る

可
き

船
舶
の 

減
少
し
た
る
間
に
於
て
、米
國
の
海
運
業
者
が
斯
界
に
活
躍
し
た
る
事
情
ょ

&

考
ふ
る
ビ
き
は
、
 

當
然
減
少
し
た
る
も
の
ビ
す
可
ぐ
、

(一
1)

米
國
旅
行
砻
の
海
外

#

消
金
は
歐
洲
諸
國
が
擧
げ
て
交 

戰
の
茬

S

為

ぅ

旅

.行
遊

.®

に

適
せ
ざ
る
の
結
果
、其
減
少

を
想

像

す

可

く

、

(

三)

米

國
在
住
外
國
人 

0

送
還
金
は
彼
等
が
軍
籍
に
在
る
の
關
係
上
、母
國
に

召
喚
せ
&
れ
た
る
爲
め
に
、

決
し
て

列
年

. 

の
如
く
大
な
&
ざ
る
を
得
べ

く
、
是
等
諸
種
の
事
情
を

綜
合
し
て
考
ふ
る
ど
き
，

は
、今
や
米
國
は 

外
國
に
負
ぅ
偾
務
を
減

却
せ

&

れ
、輸
出
超
過
に
依
セ
、其
債
權
を
增
加
し
、其

華

額

の

一
部
は
金 

銀
を
以
て

受

入
る
、

ビ

す
る
も
、結
局
旣
存
の
僙
務

を
偾

S

し
て
、
以
て
國
際
貨
借
の
均
衡
を
求 

银

プ

奋

(
j

三
六
九)

齒

餽

歐

洲

密

爭

备

麗

借

涉

い

英

津

雨

M

の
货
偕
關
係
教
十
ー

9

看
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九

卷
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ー
三
七
0

>
論
說
歐
洲
戰
爭
と
國
際
货
借
殊
に
英
米
雨
國
の
贷
借
關
係
.

雜

十

ニ

雛

三
四 

む
る
を
得
る
の
地
位
に
就
き
た
る
も
の
ビ
云
は
ざ
る

可

か

&

ず

。

‘

®

の
如
く
變
動
し
た
る
米
國
の
國
際
貨
借
は

■今
後
如
何
な
る
狀
態
ど
爲
る
可
き
や
。賀
易
通 

係
以
外
に
於
け
る
貸
借
の
項
目
に
就
て
は
其
異
動
を
推
窮
す
る
資
料
を
有
せ

.ざ
る
を
以
て
、姑
 

く
之
を
不
問
に
付
し
、獨
り
賀
易
上
の
關
係
の
み
に
就
て
考
ふ
る
に
、昨
年
埤
即
ち
咋
年
ヒ
月
ょ 

6

本
年
六
月
に
免
る

〗

年
間

)

に
於
で
米
國
が
前
記
の
如
き

£

额

の

輸

.出

超

過

を

呈

し

れ

る

は
 

主
ど
し
て
歐
洲
交
戰
國
に
對
す
る
食
料
品
並

.に
軍
需
品
の
輸
出
墦
加
に

*

げ
る
も
の
に
し
て
、
 

而
し
て
此
種
の
輸
出
增
加
は
歐
洲
戰
爭
の
久
し
き

k

亘
る
に
隨
ひ
、其
勢
の
持
續
せ
&
る
可
き

6

る

を

以

て

な

6
。此點
に
就

.て
根

據

を

得

る

爲

め

に

、ゆ

年

度

に

^

け 

如

何

な

る

種

類

の

貨
物
輸
出
が

如

何

な

る

國

に

向

つ

T

#

u
if
JI
J 

に

大

要

左

の

免

き

も

の

3>
K
y
o 

•

し る こ

マ
し
を
信
ず
る
の
理 

米
國
贸
展
統
計
に 

た
る
や
を
調
査
す 

輸
出
高

小
装
邦li

小
涉
盼

肉邦

1-
牛酩類
 

' 

:
革
井
に
瑢
製

Hpr
t
::'
r

ニ る 據 由

千
萬

^

以
上
を
增
加
し
れ
る
貨
物

(

單
位
百
离
渉

1

^|

汁
ガ
以
降

’
 

!
丸I
章
セ
月
以
降 

1

九1

瓦年六月まで

 

1九
！四年六月表で

四八ニ、四

. 

！
四
，ニ
い
四

ニ
ニ
 
〇
J

m

 
六
、
ニ 

:■
1 

ニ
.0
、七 

五
：七
^
ハ..

H
四
〇
、〇

七
三
、九 

Sri 、
j

白 獨 m 瑞 和 伊 英 佛

耳‘ 太
士 m

m 逸 威 典 m 利 利 四

第

办

怨

(

1
三
七
ー)

細

製

品 

自
動
取
邦
に
郜
分
品

M化
學
製
品
幷
に
藥
品 

爆

發

物
 

穀
物
#
に穀粉製品 

宅
織
物
製

品 

砂 

猢 

瓯

船

製

品

七
ニ

、
0

 

六
八
、
一
 

六
四
"
0 

四
六
、四 

四1
、

五 

四 
一'11 

ニ
七
"三 

ニ
玉
、六

ニ
コ
ー

五
一
、
s 

111

三
、二 

.
三
、四 

ニ
七
、一 

六
、三 

八
、三 

四
、八 

r

九 、四

出

資

易

增

減

國

別

m

位

百

莴

卯

!

九
一
四
年
七
刃
以
降 

1

九1

五
年
六
月
ま
で

三
〇
九
、
三 

九1
I
、

七

:
1八
！！、八
 

1

四
三
'1 

七
八
、ニ
 三

九
'
〇 

ニ
八
、
/\

ニ
〇
"
六 

r

 
ニ

1

九

j

H

年
七
月
以
降 

1

火1

四
年
六
月
ま
で

1
3T

九
、八 

(

+
. 

五
九
四
'I 

(

+
: 

七
四
、
ニ 

(

+•
:

一
一
;.
:

、
ニ 

( 

+

5

、
六 

(

+ 

九
、〇 

S

 

111

四
！T

七 

べ
こ 

六
-;

ニ

2」 

,ご

.七 

(

こ

U
O、
五 

三
四
、
九 

六
〇
"
0

1
九
、
コ
一 

111
五
、
ニ 

H
三
*
〇 

ニ
ニ
、
五 

二
三
、
七 

二 0
、

八

增

減

額

ニ
〇
九
、
瓦 

三
一
七
、
五

1

1
〇
、
耳

三1

"
〇 

六
三
"
六 

三0
"〇

 

三
.I

五
"
九 

四
O
、
五 

ニ r

四

論

脱

歐

洲

戰

爭

と

國

際

贷

借

殊
U
英

米

.兩

國

の

贷

借

關

係

第

十

一

ー

戤S



绡

九

卷
(

一
三
七
二)

論
說
欧
洲
戦
爭
と
國
際
贷
借
姝
に
英
米
雨
國
の
贷

.俄
關
係
笫
十
一

S
 

三
六

前
表
に
據
る

R

米
國
の
爾
出
增
加
.は
軍

需
喆

食
料
品
の
輸
出
に
駿
が
る
所
多
く
又
»
»
兩

國
の
輸
出
杜
絕
に
依
て
生
じ
た
る
缺
陷
を
米
國
の
貨
物
に
依
て

*

充
.し
た

る

'̂
の
；
少

な
か
ら

ず
。而
し
て
興

-®
出
せ
ら
れ
た
る
市
場
を
見
る
に
、英
國
に
對
す
る
增
加

m

M
も
著
し
く
、#
伊
の

兩
國
之
に
亜
ぐ
が
如
き
、輸
出
增
進
の
戰
爭
に
依
る
も
の

し
。獨
逸

0

耳
義
並
に
埃
地
利
甸
牙
利
に
對
す
る
輸
.出

の

S

す
る
も
、

1

方
に
端
典
和
蘭
諾
威
の
如
き
歐
洲
.の
小
國

對
す
る
輸
出
が
一
年
間

k
.於
て

〗
億
ニ
千
數
西
鹆
弗
の

由
し
て
、間
接
に
獅
逸
机
供
給
せ

&

れ
た
る
も
の

V」

認
め

容
並
に
輸
出
國
の
種
別
斯
の
如
く
、英
國
海
跟
が
侬
然
海

怫
兩
國

R

對
す
る
交
通
の
安
全
な
る
こ

S

旣
往
ビ
異
な

續
す
る
限

6
、將
た
又
歐
洲
に
於
て
米
國
ょ

6

輸
入
す
る

狀
飽
に
陷
ら
ざ

.る
限

-CV。

米
國
の
輸
出
資
易
.が
本
年
度
に

を
以
て
增
進
し
、輸
出
墦
加
に
依
て
對
外
債
務
の
二
部
を 

の

狀

1

に
；：

變

調

を

生
t

る
に

.至
义
可

.き
は
、之
を
想
像
す

少
な
か
&
ざ
る
を
示
す
も
の
ビ
す
可

減
少
は
事
實
己
む
を
得
ざ
る
所
な
ぅ

に
し
て
、然
も
獨
逸
に
隣
接
す
る
國
に

僧
加
を
'致
し
れ
る
は
是
等
諸
國
を
經

ざ
る
可
か
ら
ず
^
國
輸
出
贸
易
の
内

上
に
優
勢
を
持
し
て
將
來
米
國
の
英

る

も

の

な

き

以

上

は

、歐

洲

戦€?
の
繼

商
品
に
對
す
る
支
*
の
不
可
能
な
る

於
て
^

に
前
年
度
に
倍
蓰
す
る
の
勢

減
.却
し
、
歐
洲
戦
後
に

於

て.國
際
贷

借 

る
を

得
べ
き
な

h
。

寒

國

聯

合

_

閣

成

立

の

由

來

幷

び

.に
其
立
法
事
業

占

部

百

太

m

去
る
五
月
下
旬
に
組
織

.せ
ら
れ
れ
英
國
の
聯
合
內
閣
に
就
て
は
、金
は
本
誌
七
月
號

R

於
て 

不

取

敢

ー

英

國

政

黨

政

治

の

變

局

を

題

し

て

、

論
述
し
た
の
で
^
る
が
、當
時
は
不
充
分
な
る
電
報 

を
重
な
る
扨
料
ビ
し
て
論
評
し
た
の
で
'あ
る
か
ら
、此
英
國
憲
法
政
治
の
大
事
件
の
眞
和
を
捕 

捉
す
る
上
忙
於
て
尠
な
か
ら
ざ
る
邀
慽
が
あ
つ
た
。其
後
我
輩
の
接
手
し
た
，る
材
料
に
徵
し
て
、
 

這

|0
の
聯
合
内
閣
成
立
の
由
來
が
多
少
判
明
し
て
來
れ
の
で
わ
る
が
、其
れ
同
時

rc
、此
振
古 

宋
曾
有
の
大
國
雛
に
對
す
る
英
國
人
の
決
心
の
如
何
に
强
固
な
る
か
が
窺
は
れ
、

PS
て
之
が
今 

後
多
國
氣
汰
政
治
の
局
面
に
及
ぼ
す
可
念
影
響
の
如
何
に
大
な

る

も
の
わ

る

可

^

や、想
察
に 

餘
3

あ
る
の
で

6

る。佘は
左
：に
更
め
て
ア
ス
ク
ィ
ス
聯
合
內
閣
組

|1
の
原
因
に
就
て
說
述
し
、
 

貧
ヵ
卷

(

l 

l

i

s鱗

.魏

I

f
 

W開
成
立
の
由
敗
弁
び
に
I

法
_

第

十

二

誠
.
.三
七

1-


